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市の考えを問います

問
質
般
一

問
質
般
一

問
質
般
一

問
質
般
一

小野瀬　忠利　（一問一答）…………10ページ
　１　農業振興について
　２　高齢化社会への対応について
　３　子育て支援について
　４　学校教育について

貝塚　　俊幸　（一問一答）…………10ページ
　１　市民福祉について
　２　生活環境について
　３　道路行政について
　４　文化財について

中城　かおり　（一括）………………11ページ
　１　行方市 PR について

伊勢山　仙寿　（一問一答）…………11ページ
　１　なめがた地域医療センターの動向について
　２　高齢者福祉について
　３　地方創生について

６月５日（４議員）

髙橋　　正信　（一問一答）…………12ページ
　１　防災・減災対策について
　２　将来に希望のもてる街づくりについて
　３　道路整備について
　４　高齢者支援について

阿部　孝太郎　（一問一答）…………12ページ
　１　行方市の人口動態に関して
　２　行政運営の効率化に関して

髙野　　市郎　（一括）………………13ページ
　１　建設行政について

小林　　　久　（一括）………………13ページ
　１　地域医療問題
　２　市民への情報伝達

６月６日（４議員）

8 名の議員が登壇し、市執行部に対し方針等を問いました。

一般質問とは・・・
　議員が市行政全般にわたり、
執行部に対し、執行状況及び将
来に対する方針等について質
し、あるいは報告、説明を求め
又は、疑問を質すことです。

（制限時間　90 分）

※　次頁からは要約して掲載して
います。全文については、市ホー
ムページでご覧いただけます。

［行方市 HP →行方市議会→会議録］

土浦協同病院なめがた地域医療センター
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問　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ

い
て
伺
う

答　
市
民
福
祉
部
長　
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
よ
り
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯

の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
し
、
地

域
の
消
費
を
下
支
え
す
る
た
め
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
販
売
す
る
。

対
象
者
は
住
民
税
非
課
税
者
、
３
歳
未

満
の
子
を
持
つ
世
帯
主
と
し
、
費
用
は

全
額
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
。
額
面
は

５
千
円
を
一
冊
４
千
円
で
市
内
郵
便
局

の
窓
口
で
販
売
す
る
。

問　
国
道
、
県
道
、
市
道
に
お
け
る
通

学
路
の
安
全
対
策
の
強
化
と
見
直
し
に

つ
い
て
伺
う

答　
建
設
部
長　
国
・
県
道
に
お
け
る

歩
道
の
未
設
置
箇
所
等
、
通
学
路
と
し

て
安
全
が
確
保
で
き
な
い
箇
所
は
、
茨

市
民
福
祉
に
つ
い
て

小野瀬　忠利 議員

貝塚　俊幸 議員

積
・
集
約
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
学
校
教
育
に
つ
い
て
、
新
し
い
時

代
の
教
育
に
向
け
た
持
続
可
能
な
学
校

指
導
、
運
営
体
制
の
構
築
の
た
め
の
、

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
関
す
る

総
合
的
な
方
策
に
つ
い
て
の
作
業
、
働

き
方
改
革
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が答　
教
育
長　
教
師
の
働
き
方
改
革
を

見
直
し
、
自
ら
の
人
間
性
や
創
造
性
を

高
め
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
効
果
的
な

教
育
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

教
師
が
本
務
に
お
い
て
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
し
て
子
供
た
ち
に
向
き
合
え

る
よ
う
、
保
護
者
や
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
を
目
指
し
て
、
学
校
へ
の
支
援

の
推
進
、
各
種
団
体
、
市
役
所
等
の
各

課
か
ら
の
授
業
の
依
頼
等
を
精
選
す
る

と
と
も
に
、
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

必
要
な
人
的
、
物
的
、
資
金
的
、
情
報

的
環
境
を
、
で
き
る
範
囲
で
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

・
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

城
県
に
強
く
整
備
の
要
望
を
し
ま
す
。

国
道
３
５
５
号
、
消
防
本
部
玉
造
出
張

所
か
ら
八
木
蒔
万
才
久
入
口
の
信
号
機

ま
で
の
箇
所
に
歩
道
が
な
い
件
は
、
調

査
を
し
た
所
、
平
成
12
年
に
用
地
測
量

を
実
施
し
た
が
、
用
地
買
収
に
協
力
を

得
ら
れ
ず
、
茨
城
県
が
事
業
を
断
念
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

か
ら
20
年
経
過
し
て
お
り
、
土
地
利
用

の
変
化
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
管
理
者
で
あ
る
茨
城
県
に

対
し
て
、
再
開
の
可
能
性
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
今
年
度
も
区
長
よ
り
舗
装
工
事
の

申
請
が
出
て
い
る
と
思
う
が
、
浜
地
区

浜
見
台
の
舗
装
工
事
、
ま
た
、
谷
島
の

入
口
の
整
備
に
つ
い
て

答　
建
設
部
長　
舗
装
が
休
止
状
態
と

な
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
、
所
有
者

不
明
土
地
が
あ
る
。
最
近
に
な
り
法
整

備
が
進
ん
で
い
る
が
、
所
有
者
が
不
明

に
な
っ
て
い
る
土
地
問
題
を
基
本
的
に

解
消
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
市
と
し

て
は
、
地
域
の
方
々
が
所
有
者
に
代

わ
っ
て
、
管
理
・
利
用
の
役
割
を
担
う

制
度
が
構
築
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、

情
報
を
提
供
し
て
支
援
を
行
う
な
ど
の

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
農
業
振
興
に
つ
い
て

答　
市
長　
国
や
県
の
支
援
事
業
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
関
係
機
関
と
連
携

し
強
化
さ
せ
、
農
家
の
所
得
向
上
に
向

け
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

答　
経
済
部
長　
平
成
29
年
の
農
業
産

出
額
は
２
７
２
億
３
千
万
円
で
、
合
併

時
に
比
べ
、
29
億
４
千
万
円
増
加
し
て

い
る
が
、
農
地
、
水
田
に
つ
い
て
は
、

谷
津
田
に
お
い
て
、
荒
廃
し
た
休
耕
田

が
増
加
し
て
い
る
。
整
備
さ
れ
た
水
田

で
も
、
高
齢
化
、
兼
業
化
が
進
め
ば
耕

作
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
農

業
従
事
者
は
年
々
減
少
し
、
高
齢
化
が

進
み
、
後
継
者
不
足
は
依
然
課
題
で
あ

り
、意
欲
あ
る
農
業
者
に
農
地
を
集
積
、

集
約
す
る
た
め
、
農
業
委
員
会
な
ど
関

係
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
ご

と
に
協
議
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、全
筆
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
も
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
リ
ン
ク
さ
せ
、
集

農
業
振
興
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

道
路
行
政
に
つ
い
て
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問　
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

動
向
と
診
療
体
制
に
つ
い
て

答　
市
長　
去
る
５
月
29
日
に
な
り
ま

す
が
、
土
浦
協
同
病
院
な
め
が
た
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
検
討
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
検
討
会
は
、
継

続
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
診
療
で
き

る
体
制
の
回
復
を
強
く
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

問　
介
護
に
関
し
て
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
と
、
高
齢
人
口
増
加
に
つ
い

て答　
市
民
福
祉
部
長　

特
に
介
護
を

行
っ
て
い
る
と
、
家
族
の
方
は
非
常
に

疲
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
に

対
処
す
る
た
め
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
を
４
ヶ
所
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン

な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

動
向
に
つ
い
て

中城　かおり 議員

伊勢山　仙寿 議員

問　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
状
況
、
ふ

る
さ
と
住
民
票
登
録
状
況
に
つ
い
て

答　
理
事
兼
政
策
推
進
室
長　
本
年
５

月
現
在
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
４
、ツ
イ
ッ

タ
ー
４
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
１
、
ク
ッ

ク
パ
ッ
ト
１
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
２
を
公

開
し
、
全
庁
的
な
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
住
民
制
度
で
は
５

月
末
現
在
で
79
名
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
本
市
の
情
報
発
信
に
も
ご
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　
市
の
60
品
目
以
上
の
農
産
物
や
レ

シ
ピ
の
活
用
、
旧
み
ず
ま
る
レ
ス
ト
ラ

ン
の
活
用
に
つ
い
て

答　
経
済
部
長　
観
光
物
産
館
こ
い
こ

い
に
対
し
、
本
市
の
豊
富
な
食
材
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
新
メ
ニ
ュ
ー
開

発
の
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

答　
企
画
部
長　
旧
み
ず
ま
る
レ
ス
ト

ラ
ン
は
開
発
公
社
、
商
工
観
光
課
、
観

光
協
会
、
農
林
水
産
課
、
な
め
が
た
食

彩
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
と
連
携
、
協
議
を

し
、
に
ぎ
わ
い
作
り
や
観
光
や
食
の
情

報
、
市
の
情
報
の
発
信
事
業
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

中
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
家
族
を
支
援
し
て
い
く
体
制
、

そ
う
い
っ
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
人
口
減
少
に
つ
い
て
、
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

答　
市
長　
地
方
創
生
に
つ
い
て
、
少

子
高
齢
化
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

「
笑
顔
で
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、
行
方
」

を
目
指
し
て
、
住
み
や
す
い
環
境
の
確

保
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
社

会
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

問　
農
業
振
興
地
域
に
お
い
て
、
農
家

の
子
が
家
を
建
て
た
い
場
合
に
つ
い
て

答　
農
業
委
員
会
事
務
局
長　
農
地
の

営
農
条
件
等
か
ら
見
て
、
第
１
種
か
ら

第
３
種
農
地
ま
で
区
分
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
第
１
種
農
地
の
転
用
は
、
農
業

用
施
設
等
を
除
き
、
原
則
、
許
可
と
な

り
得
な
い
農
地
で
す
が
、
例
外
と
し
て
、

居
住
す
る
者
の
日
常
生
活
上
、
又
は
業

務
上
必
要
な
施
設
で
、
集
落
に
接
続
し

て
設
置
さ
れ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

許
可
と
な
り
得
る
農
地
と
な
り
ま
す
。

問　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
イ
ベ
ン
ト
の

成
果
に
つ
い
て

答　
市
長　
地
域
資
源
や
多
様
な
魅
力

を
市
内
外
に
発
信
し
て
お
り
、
農
産
物

に
つ
い
て
は
、
私
自
ら
消
費
者
や
実
需

者
に
直
接
Ｐ
Ｒ
し
、
成
果
も
上
が
っ
て

き
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

答　
経
済
部
長　
昨
年
、
当
時
Ｊ
Ａ
な

め
が
た
の
ご
協
力
で
、
神
戸
市
の
コ
ー

プ
こ
う
べ
が
運
営
す
る
コ
ー
プ
デ
イ
ズ

神
戸
北
町
に
お
い
て
、
市
長
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
各

店
舗
に
お
い
て
、
本
市
農
産
物
の
販
売

が
大
き
く
伸
び
て
い
る
と
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
も
、
集
客
数
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
Ｐ
Ｒ
効
果
は
非
常
に
高
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

行
方
市
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

地
方
創
生
に
つ
い
て
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問　
人
口
動
態
の
現
状
は

答　
市
長　
平
成
17
年
と
比
べ
る
と
約

７
，
０
０
０
人
の
減
少
が
あ
り
、
そ
の

傾
向
は
加
速
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
悲

観
す
る
も
の
で
は
な
く
、
行
方
な
ら
で

は
の
価
値
を
見
出
し
、
市
民
が
そ
の
価

値
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
、
市
の
将

来
像
を
設
計
し
て
い
く
上
で
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
ま
す
。

答　
企
画
部
長　
平
成
29
年
の
人
口
動

態
を
見
て
み
る
と
、出
生
が
１
６
６
人
、

死
亡
５
３
３
人
で
、自
然
減
３
６
７
人
、

転
入
が
１
，
１
０
５
人
、
転
出
が
１
，

２
１
６
人
で
、
社
会
減
が
１
１
１
人
と

な
っ
て
お
り
、
合
わ
せ
る
と
４
７
８
人

の
減
と
な
る
。
合
併
以
降
、
平
成
29
年

度
ま
で
の
人
口
動
態
を
見
て
も
、
年
平

均
約
５
０
０
人
、
正
確
に
は
４
７
９
人

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

行
方
市
の
人
口
動
態
に
つ
い
て

髙橋　正信 議員

阿部　孝太郎 議員

い
と
思
い
ま
す
。

問　
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
対
応
と
し
て
、

行
政
の
考
え
を
伺
い
た
い

答　
市
民
福
祉
部
長　
持
続
可
能
な
社

会
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
は
、市
民
、

社
会
全
体
で
無
駄
を
な
く
す
取
り
組
み

が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
と

し
て
の
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
を
策

定
し
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
努
め
て
い
く

考
え
で
す
。

問　
市
道
（
北
）
１
１
１
号
線
の
進
捗

状
況
を
伺
う

答　
建
設
部
長　
平
成
30
年
度
に
は
改

良
計
画
に
よ
り
、
排
水
流
末
と
な
る
水

路
を
整
備
す
る
た
め
の
路
線
測
量
、
詳

細
設
計
及
び
用
地
測
量
を
実
施
し
、
水

路
用
地
の
取
得
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。今
年
度
は
、延
長
４
６
０
メ
ー
タ
ー

の
流
末
排
水
路
の
う
ち
、
一
部
の
区
間

に
お
い
て
、
整
備
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
流
末
排
水
の
整
備
完

了
後
に
は
、
速
や
か
に
本
線
の
道
路
改

良
工
事
に
着
手
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
本
線
の
用
地
取
得
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

問　
結
婚
支
援
策
の
こ
れ
か
ら
は

答　
企
画
部
長　
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
精

査
し
な
が
ら
、
関
係
団
体
等
と
連
携
を
進
め

て
い
き
た
い
。
広
域
で
実
施
す
る
こ
と
で
参

加
者
の
固
定
化
が
解
消
さ
れ
、
女
性
の
参

加
申
し
込
み
も
ふ
え
た
こ
と
か
ら
、
他
の
市

町
村
と
連
携
を
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問　
定
住
支
援
策
の
こ
れ
か
ら
の
展
望
は

答　
市
長　
定
住
応
援
助
成
金
な
ど
が

ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
の
間
で
約
５
０
０
人
の
定
住
・

移
住
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
一
定
の
成

果
が
出
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

答　
企
画
部
長　

定
住
応
援
助
成
金

は
、
同
一
敷
地
内
へ
の
建
築
な
ど
、
要

件
に
該
当
し
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

か
っ
た
が
、
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

今
年
度
か
ら
、
同
一
敷
地
内
へ
建
築
し

た
場
合
で
も
５
万
円
を
交
付
で
き
る
よ

う
要
件
等
を
緩
和
し
た
住
宅
取
得
特
別

助
成
金
を
加
え
た
。
次
に
定
住
・
移
住

促
進
住
宅
整
備
事
業
は
、
学
校
跡
地
の

有
効
活
用
と
同
時
に
、
旧
玉
造
小
学
校

跡
地
に
定
住
・
移
住
促
進
住
宅
を
整
備

す
る
も
の
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
り
効

率
的
・
効
果
的
な
方
法
で
の
事
業
実
施

を
目
指
し
て
い
く
考
え
で
す
。

問　
地
域
防
災
計
画
は
発
災
時
、
発
災

後
の
対
処
で
あ
り
、
こ
の
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
は
事
前
の
予
防
計
画
で
、
事

前
・
事
後
の
関
係
性
に
な
る
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、こ
れ
こ
そ
行
方
市
の
安
全
、

安
心
計
画
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
市

長
の
所
見
を
伺
い
た
い

答　
市
長　
事
前
の
段
階
で
ど
こ
ま
で

こ
の
行
方
市
の
強
靭
化
が
図
ら
れ
て
い

る
の
か
、
事
前
の
計
画
は
立
て
る
べ
き

で
あ
り
ま
す
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
安
全
、

安
心
な
暮
ら
し
が
で
き
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
強
靭
化
計
画
は
し
っ
か

り
と
つ
く
り
上
げ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

問　
鹿
嶋
市
、
神
栖
市
、
鉾
田
市
で
も

防
災
士
資
格
取
得
補
助
制
度
を
創
設
さ

れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
市

に
お
い
て
も
、
こ
の
制
度
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い

答　
市
長　
制
度
を
構
築
し
て
い
き
た

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

将
来
に
希
望
の
も
て
る

街
づ
く
り
に
つ
い
て

道
路
整
備
に
つ
い
て
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問　
医
療
の
現
状
と
課
題

答　
市
民
福
祉
部
長　
救
急
受
け
入
れ

態
勢
の
縮
小
で
、
搬
送
時
間
が
延
び
る

こ
と
が
課
題
と
な
り
、
ま
た
鹿
行
医
療

圏
で
の
医
師
数
が
、
二
次
医
療
圏
別
医

師
偏
在
指
標
に
て
、
全
国
３
５
５
医
療

圏
中
３
２
９
位
と
、
著
し
く
医
師
体
制

が
脆
弱
な
地
域
で
す
。

答　
市
長　
も
と
の
形
が
本
来
の
要
望

で
す
。
せ
め
て
１
０
０
床
、
緊
急
手
術

が
で
き
る
レ
ベ
ル
、
救
急
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
レ
ベ
ル
が
な
い
と
、
地
域
の
安

心
、
安
全
が
守
り
き
れ
な
い
。
地
方
創

生
の
部
分
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
う
。

子
ど
も
達
も
、
近
く
に
な
い
と
問
題
に

な
る
。
そ
の
点
は
、各
関
係
機
関
、県
、

厚
生
連
に
も
訴
え
て
い
る
し
、
今
後
も

そ
の
よ
う
な
形
で
と
思
っ
て
い
ま
す
。

早
速
、
土
浦
協
同
病
院
な
め
が
た
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
あ
り
方
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
、
次
年
度
、
も
し
く
は
途

地
域
医
療
問
題

髙野　市郎 議員

小林　久 議員

の
皆
様
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
用
地

測
量
を
実
施
、
来
年
度
以
降
、
用
地
の

交
渉
、
取
得
を
進
め
、
生
活
道
路
と
し

て
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　
前
川
流
域
雨
水
下
水
道
法
事
業
計

画
排
水
路
拡
幅
の
進
捗
状
況
及
び
今
後

の
計
画
に
つ
い
て

答　
建
設
部
長　
こ
の
排
水
路
整
備
に

つ
い
て
、
前
川
流
域
で
は
平
成
25
年
の

台
風
に
よ
る
浸
水
被
害
が
広
範
囲
に
わ

た
っ
た
為
、
今
年
度
は
詳
細
な
設
計
を

実
施
し
ま
す
。
近
く
前
川
流
域
全
体
の

浸
水
対
策
に
関
す
る
説
明
会
を
予
定
。

（
７
月
末
頃
）

問　
粗
毛・石
神
線
（
都
市
計
画
道
路
）

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

答　
建
設
部
長　
東
関
東
自
動
車
道
、

仮
称
麻
生
イ
ン
タ
ー
か
ら
県
道
の
水
戸

神
栖
線
に
向
か
う
ま
で
の
区
間
を
こ
の

路
線
が
担
う
事
に
な
り
、
今
年
度
は
こ

の
都
市
計
画
道
路
と
水
戸
神
栖
線
が
交

差
す
る
所
で
改
良
工
事
を
予
定
、
そ
の

後
国
道
３
５
５
号
に
向
か
っ
て
粗
毛
・

石
神
線
（
都
市
計
画
道
路
）
の
道
路
整

備
を
順
次
計
画
し
て
い
ま
す
。

中
で
の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
回

の
消
費
税
の
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
ど
れ

位
の
経
費
が
出
て
行
く
の
か
が
読
み
切

れ
な
い
と
の
話
も
伺
っ
て
お
り
、
そ
の

点
を
踏
ま
え
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

問　
防
災
対
応
型
エ
リ
ア
放
送
の
進
捗

答　
企
画
部
長　
難
視
聴
エ
リ
ア
解
消

対
策
と
し
、
放
送
ア
ン
テ
ナ
設
置
局
を

20
局
増
設
す
る
計
画
で
、
現
在
の
進
捗

状
況
は
、
予
備
免
許
申
請
10
局
分
を
６

月
中
に
行
い
、
予
備
免
許
取
得
後
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
伝
送
路
を
敷
設
す
る
工
事

を
発
注
す
る
計
画
で
、
完
了
し
た
所
か

ら
順
次
放
送
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま

す
。

問　
災
害
発
生
時
の
状
況

答　
企
画
部
長　
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配

信
は
、
事
業
者
を
経
由
し
、
利
用
登
録

者
へ
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
災
情
報

の
メ
ー
ル
は
、
鹿
行
広
域
消
防
本
部
か

ら
配
信
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
火
災
情

報
メ
ー
ル
の
一
部
で
利
用
登
録
者
へ
の

遅
延
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
管
理
会

社・関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

課
題
解
決
に
向
け
対
策
を
講
じ
ま
す
。

問　
市
道（
麻
）１
４
８
５
号
線
拡
幅
の

進
捗
状
況
及
び
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

答　
建
設
部
長　
こ
の
路
線
は
富
田
地

区
の
国
道
３
５
５
号
と
平
行
し
て
宅
地

間
を
通
る
路
線
で
、
地
区
の
生
活
道
路

と
し
て
大
変
重
要
な
道
路
で
す
。
現
況

の
幅
員
は
2.5
Ｍ
前
後
と
狭
隘
で
あ
り
、

今
年
度
は
用
地
の
取
得
及
び
補
償
を
予

定
し
て
お
り
、
地
権
者
の
皆
様
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
整
備
促
進
に
努
め
ま

す
。

問　
市
道（
麻
）１
４
３
５
号
線
拡
幅
の

進
捗
状
況
及
び
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

答　
建
設
部
長　
こ
の
路
線
は
麻
生
玄

通
地
区
の
生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。
現
況
の
幅
員
は
2.5
～
3.5
Ｍ
で

見
通
し
が
悪
く
、
車
両
の
す
れ
違
い
が

困
難
な
道
路
で
す
。
今
年
度
は
地
権
者

建
設
行
政
に
つ
い
て

市
民
の
情
報
伝
達


